はじめに

昨年は都市(主に横浜「みなとみらい２１」)をテーマに取り組んできました。都市は、不特定多数の人が活動する場であり、また活動されなくては成り立たなくなってしまうということからすべての人に利用しやすいものでなくてはなりません。そこで、ユニバーサルデザインという考え方に興味を持ち始めました。また、それと同時に都市をはじめ様々な公共空間では、どこまでユニバーサルデザインを実現することが出来るのかという疑問も生じてきました。

そこで、私は公共空間におけるユニバーサルデザインについて２つの方向から考えていこうと思います。まず１つ目がハードな部分である建物そのものについてです。そして、もう１つがソフトな面である内装（置かれているイス、レストランなどで使われる食器など）です。

今回の発表では、ユニバーサルデザインの定義、そしてソフトな面、つまり私たちが実際に使うことが出来る“もの”におけるユニバーサルデザインについてみていきたいと思います。
１、ユニバーサルデザインの定義
米国ノースカロライナ州立大学にあるユニバーサルセンターの所長であるロン・メイスが１９７４年にＷＨＯに提出した「バリアフリーデザイン報告書」の中で使用したことが始まり。実際には、１９９０年にＡＤＡが出来たことで世間で広く使われるようになった。
　　　“簡単いえば、できる限り最大限すべての人に利用可能であるように、

製品、建物、空間をデザインすること”

ユニバーサルデザインの７原則

Principle1  Equitable Use  (誰にでも公平に利用できること)
Principle2  Flexibility in Use  (使ううえでの自由度が高いこと)

Principle3  Simple and Intuitive Use　(使い方が簡単ですぐ分かること)

Principle4  Perceptible Information　(必要な情報がすぐに理解できること) 

Principle5  Tolerance for Error　(うっかりミスや危険に繋がらないデザインであること)

Principle6  Low Physical Effort
(無理な姿勢をとることなく、少ない力でも楽に使用できること)

Principle7  Size and Space for Approach and Use　

(アクセスしやすいスペースと大きさを確保すること)  
２、ユニバーサルデザインに含まれるもの

○バリアフリーのデザイン

目的：身体障害者、高齢者が生活を営むうえで支障がないような商品(建物も含む)におけるデザイン。

問題点：対象者を特別視したようなものになり差別を生む
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　ユニバーサルデザインの原則１、６、７に含まれる

○アフォーダンスのデザイン（by Ｄ.Ａノーマン）
　アフォーダンスとは

　  アメリカの知覚心理学者である、ジェムス・ギブソンによる造語

事物の知覚された特徴、あるいは現実の特徴、とりわけ、そのものをどのように使うことができる

かを決定する最も基礎的な特徴の意味で使われる

　　　　　　　　　　　　　　　　　         ↓

つまり、使いやすさ(理解しやすさ)がアフォーダンスにつながり、利用者がそのものをどう取り扱ったらよいかについての強力な手がかりをそのもの自身が持っていることになる
例）ドアノブ…引くドアなのか押すドアなのかが分かるようなデザインがされているなど　
認知科学の視点からみた良いデザインの原則

・可視性――利用者がしようとする行為と実際の操作を結ぶもの(注意書きのようなメッセージな

どは、あらかじめ目に見えていなくてはいけない
・よい概念モデル――利用者が、自分が操作したことによってそのものがどのように機能するか
が分かること。そして、当然のことながら行為の結果は即時にフィードバッ
クされなくてはならない

問題点：可視性が重視されていることから、デザインの対象の中心が視覚に障害のない人にな

っているように思われる
　　　　　　　　　　　　　　　

ユニバーサルデザインの原則２、３、４、５に含まれる
３、ユニバーサルデザインの現状

アメリカ

ベトナム戦争により障害を持つ人が急増し、彼らを社会復帰させるという目的からはじま
ったユニバーサルデザイン発祥の地
◆アイシェ・バーセル…トルコ人。１９９７年にOlive1:1,inc.を設立し、現在ニューヨークを拠点に活動中
　　　「国や文化は違っていても、人は食事をするし、仕事をする。それが、スタンダード。
だから、いつもユーザーにとって何がスタンダードで、なにがそうでないかを考えている。」

◇スマートデザイン…１９８１年設立。ユニバーサルデザインが世間で注目される以前からユニバーサルデザインを実践し生活に身近なものをデザイン
　　　「たとえば、ドアを開けたいときに、荷物を抱えていたり
手が濡れていたら、人はその瞬間だけ健常者じゃなくなる。

だから、ドアノブのかたちを考えなくてはいけない。」

◆エリック・チェン…中国人。１９８９年にEcco Designを設立。グッド・デザイン賞など受賞多数。

「ユニバーサルデザインとは、もともと高齢者や障害者に配慮した
デザインだった。でも、もう違うアングルからのアプローチが始まっている。
ユニバーサルデザインは人々の精神的・心理的なものを満たすため、

もっとスタイリッシュで使う人に喜びを与え、その人の個性を表現する必要がある。」
北欧
北欧の中でもスウェーデンは、世界の中でいち早く高齢化社会に突入した国であり、介護者の数、気候の問題などから高齢者自身が自立して生活できるような“もの”の開発が求められていた。そのため、北欧の国ではユニバーサルデザインという言葉自体は定着していなくともユニバーサルデザインと呼ばれるようなものが多い
スウェーデン

　◇エルゴノミデザイン…１９６９年設立。人間工学の研究データからデザインを行う

　　　「リューマチ患者の持てる力をフルに引き出せる方法を知っていれば、
それを健常者に利用することができると、私たちは考えています。」

ノルウェー

　◆ピーター・オプスヴィック――ノルウェーを代表する家具デザイナー

　　　「スイスのある学者は、人間が長時間座るには、
後方にもたれかかった姿勢がいちばんだと主張している。

一方で、デンマークの医学博士は、前方に体重をかけるのが一番だと書いている。

さて、どれが正しいのかと悩んだ末に、私が出した結論は、

じゃあすべてを叶えてしまおう、ということだった。」

デンマーク

· アルネ・ヤコブセン…ユニバーサルデザインの定義がつくられる以前から、「機能美」を追求　　　　　　　　　　　　　　　　　

した。彼によって、デザインされたものはユニバーサルデザインと呼ばれ
ている
日本

　◆川崎和男…名古屋市立大学教授。医学博士。グッドデザイン賞総合審査委員長。
　　　「ユニバーサルデザインは理想をきわめた“青い鳥”。

　　　　　　　これからの、ユニバーサルデザインはエコロジー、
インタラクティブデザインに並ぶデザインのひとつとして捉えるべきだ。」

　

　◇矢田部英正…１９９６年に武蔵野身体研究所（現コルプス＆身体技術研究所）を発足。

　　　「ユニバーサルの根本はというのは、自分自身の足で立つこと。
私たちはいまから、最後まで自分の足で立つことを意識しなくては
ならない。道具は、自然で健康な身体を保つための補助具でしかない。」

◆清水忠男…千葉大学工学部教授。専門はＩＤ、環境デザイン。

　　「顔の見えるＹＯＵからスタートし、そこからＹＯＵを複数形に
広げていきたい。人々にとって望ましいものや環境を、
色々な状況に応じて考えるところからユニバーサルデザインは始まる。」

おわりに（考察＆疑問）
　実際に作品を見ていても多種多様で、たとえユニバーサルデザインではない商品が含まれていても気づかない。しかし、先ほど挙げた８人のデザイナーの言葉からも分かるように、使われている言葉は必ずしも同じではないが、デザインの対象は“人間”である、という共通点があると感じた。そして、これが、ユニバーサルデザインなのだ。ユニバーサルデザインは、人間らしく生きるためのものであるといえる。だからこそ、人間工学や、医療など様々な視点からデザインが行われているのだ。様々な分野が含まれて出来上がっているデザイン、そういった意味でもユニバーサルデザインだということが出来るのかもしれない。

　ユニバーサルデザインというと“すべての人”が利用しやすいこととイコールで結び付けてしまうことが多く本当に理想的なものとして捉えていた。しかし、“もの”におけるユニバーサルデザインの場合、必ずしも“すべての人”が使用可能でなくてもいいのかもしれない。その道具を使って人間らしく生きる（生活する）ことが出来るのであれば。だから、本の中でもユニバーサルデザインの作品例として車椅子なども挙げられているのだろう。
　人間らしく自然に生きる（生活する）ことが出来るような“もの”をデザインする際、子供が利用しやすいかどうかということは重要なポイントとなってくるように感じた。成長してくる過程で、多くのことを経験してしまった大人は少し難があっても切り抜けられることが出来る。一方、子供はそうではない。であるから、子供が使いやすいと感じれば利用可能な人は自然と増えると考えられる。
　実際に、みなさんが生活していて利用しやすい“もの”。また逆にしにくい“もの”。それは、なぜなのかなどがあれば教えていただきたいと思います（“もの”だけでなく生活空間においても何かあればお願いします。）。また、みなさんはユニバーサルデザインについてどう思いますか。
＜用語解説＞

・ＡＤＡ（Americans with Disabilities Act）

　　　→１９９０年に制定されたアメリカ障害者法。障害をもつ市民の社会参加を保障し、公的な製品やサービスに対して、それらが障害者にも利用できるものであることを義務づけたもの。
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